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である教養 (GeneralEduLcation)､能力 (Ability)､倫理 (Ethics)､規律 (Discipline)に加えて新
たに適応力 (Competence)とくに職業人としての適応力を教育課題とするという意味での ｢キャリア
教育｣を重視するとともに､(｡)さらにそうした ｢キャリア教育｣自体の高度化をも重視する-という観











































































































































工程間分業ビジネスプロセス_ .労働集約工程 資本集約工程 - .知識集約工程 -
事 業 企 画 .部 ~門企 画研 究 開 発~デ ザ イ ン試 J ＼ 作金 型製 作 部 ＼調 達 海外 (進出先) .国内 海外 (進出先) .国内 国内 (本社).- 一部国内
部 品 生 産 海外 (進出先) 海外 (進出先) .国内 国内
組 立マ-ケティング部門販 売 海外 (進出先) 海外 (進出先) .国内 一部国内.国内 . 戦略部門は国内 (本社)






















































































































































(注6) ｢ビジネス･プロセス･ネットワーク｣ (BPN)については､YasuhikoEbina ｢Aproposa
lofAsianGreenManufacturingNetwork-FortheformationofAsianEnvironment
al&EconomicZone-｣(新潟経営大学紀要 [第9号])p.29-32を参照のこと｡
(注7) ｢ナレッジ･インテンシブBPN｣に関しては､同上p.33を参照のこと｡
(注8)その意味では､HRM (HumanResourceManagement)諭も今やHCM (Hurhancreativity
Management)論に席を譲るべき時期を迎えているのかもしれない｡
(注9)企業の海外進出の下で形成される ｢ビジネス･ネットワーク｣とは､上記の ｢ビジネス･プロ
セス･ネットワーク｣と係わっており､かつそのボーダレス化に深く関わっている以上､正確
に云えば､｢ボーダレス･ビジネスプロセス･ネットワーク｣のことを指しているのである｡
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